
 

 

 

 

 

 

赤い羽根共同募金「地域ささえあいプロジェクト」 

岡山の子どもたちの“自由な遊び場づくり”を応援してください。 

私たちが NPO 法人として活動を始めて 20 年が経過しました。前身の子ども劇場から継続して、

体験活動を中心に子どもの育ちを多くのボランティアと共に支援してきました。 

ところが、昨年 2 月から新型コロナウイルスの影響を受け、密を避ける対策を行う状況が続きまし

た。そして、今また第３波が押し寄せています。 

長期にわたり、人との関わりや屋外での遊び、行動も制限され続け誰もがストレスを抱えています。

特に子どもは、コロナ感染症に対する不安を抱えながら、友だちに会えない寂しさや勉強のこと等々、

相当なストレスを抱えています。 

子どもは、様々な人と関わりながら、色々な体験を重ねて育っていきます。自然を感じながら、屋外で

友だちと、思いっきり身体を動かして遊び、楽しいと感じる体験も子ども時代には、とても重要です。 

しかし、コロナ禍も含め、子どもが行動制限をされながら、遊ぶ空間„場所‟や居場所、仲間が減り、

子どもが育つ環境はますます厳しい状況になっています。 

このような状況の中、昨年に引き続き、赤羽根共同募金「地域ささえあいプロジェクト」に参加し、自

由な遊び場„プレーパーク‟づくりの継続に挑戦していきます。 

 行きたいときに行ける、自分らしく居られる、色々な人と関われる･･･そんな場を継続していきたいと

思います。 

ぜひ、地域ささえあいプロジェクトの募金にご協力をお願いいたします。 

 

期間は、令和 3年 1月 1日„金・祝‟～2月 28日„日‟です。 

      ゆうちょ窓口は、１月４日„月‟～２月２６日„金‟ 

 

  ※チラシの払込取扱票部分を切り取って、お振り込みをお願いいたします。 

  ※ゆうちょダイレクトでのお振り込み 

       口座記号番号  01250-2-600 

       加入者名      社会福祉法人岡山県共同募金会 

         ★メッセージに、「オカヤマシコドモセンター」と必ず明記をお願いいたします。 

           (空欄のままでは、岡山市子どもセンターへの募金にはならず、 

赤い羽根共同募金会への入金となります。‟ 

コロナ禍（危機的状況）で遊ぶことは、心の傷を癒すことにつながります。 

詳細は、「危機的状況における遊び～子どものくらしに関わる人のための 

ガイド～」をご一読くださいませ。 

https://www.ipajapan.org/playincrisis 


